
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

 

  

 

  

    

   

   

   

 

 

   

  

  

   

   

  

 

 

 

 

 

加護山精練所（江戸時代～明治時代） 
1894 年 古河鉱業は向能代に東雲製錬所を建設し、加護山製錬所は廃止された 

最盛期（1865 年 - 1868 年）には人夫小屋が 48 軒、400 人前後の人々が暮ら
す別天地となっていた。加護山製錬所では多彩な貨幣が密造・鋳造された。これは
久保田藩内だけ又は阿仁鉱山、加護山製錬所、太良鉱山のみの通用銭であったが、
藩の財政維持に大きく寄与した。昭和初期までは「阿仁銭」とも言われたが、文献
の発見等により加護山で鋳造されたことが明らかになっている。全国で密鋳に利用
された銭座は多数あるが、確証があるのは久保田藩の加護山銭座だけであると言わ
れている。また、品度が高い十種におよぶ多彩な貨幣が鋳造されているのは全国随
一とも言われている。それゆえ、全国の貨幣収集家からも注目されている。この密
鋳は 1862 年から 1870 年まで行われた。 

1773 年、銅山の経営に苦しむ佐竹藩に、江戸から一通の報告書が届く。「平鹿源
内と吉田利兵衛が申すには、秋田の銅には銀が多く含まれており、彼らはこの銅か
ら銀を取る方法を知っているそうです。」当時鉱山開発のコンサルタントとして活
躍していた平賀源内と鉱山師・吉田利兵衛をさっそく秋田に招いた。角館から阿仁
鉱山へと向かい鉱山を視察して回り、阿仁には、一ヶ月近く滞在したと言われてい
る。 その間、二人は、阿仁の粗銅から、鉛を使って銀を採り出す「南蛮吹法」を
伝授。秋田藩は、その成果をいかそうと、翌年の 1774 年、二ツ井町荷上場に加護
山精錬所を誕生させた。1862 年の収支によると、2 万 8800 両という莫大な利益
をあげている。 
 

恋文すぽっと 
  きみまち 

☎0185-88-8407 X Instagram 

    なぜ精錬所が加護山 
      に設けられたのか 
1. 加護山上流の阿仁銅山や

藤里町・太良鉱山から 
原料を調達できること。 

2. 藤琴川沿いの藩の直山は
森林資源が豊富で、精錬
に必要な燃料に心配がな
いこと。 

3. 原料の鉱石や生産された
銀・銅・鉛など米代川を
下ってすぐ能代湊に運べ
ること。 



・愛しすぎたら愛は死ぬ（内館牧子） 
・「いじめ」をめぐる物語（荻原浩） 
・田舎のポルシェ（篠田節子） 
・受け月（伊集院静） 
・永遠の出口（森絵都） 
・推し、燃ゆ（宇佐美りん） 
・お化けだぞう（村田喜代子） 
・カッコウの卵は誰のもの（東野圭吾） 
・カザアナ（森絵都） 
・金田一耕助に捧ぐ九つの狂想曲（赤川次郎） 
・黒船（吉村昭） 
・コンビニ人間（村田紗耶香） 
 

・ゴースト・ポリス・ストーリー 
 （横関大） 
・桜ほうさら（宮部みゆき） 
・週末のフール（伊坂幸太郎） 
・自由なサメと人間たちの夢（渡辺優） 
・スイングアウト・ブラザーズ 

（石田衣良） 
・ステッセルのピアノ（五木寛之） 
・倒れるときは前のめり（有川浩） 
・デッドエンドの思い出（よしもとばなな） 
・ニャンニャンにゃんそろじー（有川浩） 
・虹を待つ彼女（逸木裕） 
 

 

 

  

 

  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※二ツ井図書館より毎月本が入れ替わります。 

恋文すぽっときみまちで貸出･返却可能です。 

・日本一短い「家族」への手紙 
 （福井県丸岡町） 
・にんげん住所録（高峰秀子） 
・人が好き（瀬戸内寂聴） 
・人は皆、土に還る（曽野綾子） 
・マンモスの抜け殻（相場英雄） 
・雪つもりし朝（植松三十里） 
・沃野の刑事（堂場瞬一） 
・臨場（横山秀夫） 
 
 
 
 

二ツ井きみまち商店会 
超プレミアム商品券販売



恋文すぽっと 
  きみまち 

第１０回恋文商店街 
ちょい飲み歩き 
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第２回 
きみ恋夏まつり 


